




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発射時地上気温 一 26．7°C 一22℃
〃　風向風速 5rn／s・NNB沢7βπ〆s・NNE
天　　　　　　候
?
晴
PWL PWL
PWH PWH
観　測　計　器 NEL・TEL NEL・TEL
ESH ESH
　GA
｛
GA
?
3／ 講；安時間 ／o《分
題目1⇔／O」A－2・、21罐で観渇ll抽輪淑
1烏名・禰1枯陵榔和籾ミ（駄エン鎌醐夫（嬬鞠ノ
???・穎∨一?主?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し☆21。砕ユ・、2｛に・療齢阜沽V呼伽～｛・眺）観
酵に司和ラヒスが観；皇llTぽ・．今◎｛穗訊ヒス硝
1陶つ・口報詩3、セヰヨして片側・1、千一刷ダぴ馳アン
了ナと・ド型のコ酉1レつ・ア市ナがβ勃守れ“酬∫癖碗i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ丁峠癖卯しレ1・｛・b飢・・け階’伝辻司晒寸る1頂ご虫吉．
ロ万，渓師時‥礁Lも繊麺上1房に拙駅
乱い℃r氏が’う、王艮じz訴・り面務・L主’古一Dラiこ命’車しT㍉
1
観剃紅栗
　　　　　　　　　lC’　　　　　　　　　　　　　⊥　－2c弓稼では4～非1巨にわ’仁るヒスη’“’示ほわ打揃
レ人亡で潅灸遍llT力仁。じスの5後雇ほ《ベ外う4エ～ご’‘σ’
電衷（E）蛎のすうご磁、票（ω歳分よ・）昌乞’1㌧今駆
タ・・イ示二｝し　ヒ　｝し一フ。アンラーすクい実らη］i…Σ　ノ蔓〆び’フ。りアンフ゜功干ll～8這←
ほ令・：1評詩弩戟の電羅翻ll酷（咋し戊・・よ3待悟を
矛慮しマヒス晴…早』ス裟、采の比辞ぬ仁。
ヌ．2時不翻僻碑i二蹴でもヒス飾艮測沖祁ツ
地工Ll：〕七・トで砲力｝1さレ1壬ヒス列民キ麦をイテう。
3之 講寝時間 ／0分
氏る河眉
南極ロ鉢によ3爾蝿淑く・りト｜レの観測
×哀室｝，』（甦大埋），営武貞夫（電遅し大）
請治要旨
＿
Oロ　　、1こ　　吉bミ　ーミ　　。 の一 　ミ〕
　　S－210JA－20号オ綬Z・、氏全最1掬区闇ε通じz、時に顕芳な
エミッシュンは観測勲な0・。たが、輻以下お姥の近顧此
較的り夫帯最・のエミヲションか老干観i則芝れた．
回　一〇 ロ　・二　　吉吉ミ雷ミ　　。　1の←、
　S－210JA－21号橡・にΣ3観痴l　z－O、チH以下にωLstLγ
moよe波ヒ考2弓れ3広帯エ飯なエ㍉辻ユン炉斥ぼ▲区聞τ観
3則之れ『三。手た」二零時■よブ下蔭逗手とも高度約｛oo』門以下z・ば
6・∨10MHzの故送ミ皮ら一，同時に受信芝れZu3。
34（幻 講賄間 ノo扮．
氏名・戸嘱
S一ユ10」湾一ユ0］…才ギ｛二よ3＞46K《）亘iチの痔小iL
争萌嫉勧汽卵九一つ・
誇〉甦旨
lO4
工ぬ十¢・ぶ㌧一f畑eフ゜的？イ・叱し㍉〆矯争
？｛3‘1釧司オ・㌧丁こ・一一一一一…一一・一・一～・一…｝一・
’斑｜のP・・δゼ砧・パで×PP・・1・2・のフ、いフ6『『
パ下⑮のラフクス茎に℃祉ぞ本P・＋て
vd、笥・バ寺九・芯てある・
Oωりっ
?
ω、°っ
」Z⊃OO
？c－L：4・一ム。）ζ・∨
PC－1弍：もO－llo｝く・eゾ
ぎC～Lジ60－？φKeゾ
～ζ一｝寸こ80－1了o｝（マ」
こ‘1㌧本～六3こ叉は
りつラ・。・λ介ぶ、・晴ほλ・』・ツ噛応
　　つ、1・工漕え3　一
　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　ベ　　　　　ザ　　　　ロパー三㌔1・ギご「がご再：て『亘ノヒσ・ソ午1司の（ごつ
　　、マ↑Oσヒ吏つ“く
UUの??↑?????????
　150’30°
P汀CH　ANGLε
｝．????????
←TIMε｛sec，
←AしTITUDE【km）
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PC－L｛40－60　keV｝
　　　　　　　　　　　▼
MA川1日　11白　1白0 　　1旧1！U《・∧L“1．UD量．伽n）
　　　　　　　．　一一＾　一　　・．｛　　　　．L、＾　　　一　　　一
・
37 ぶ3ノ醐イ，署握雲験． 講寝時間2△分
踊・抗偽
ヲ7．纏才迄
木・村瘍根〔妖・エ）
ジ誇寝ロ旨
へ
S－3／0功一！，2与鎌は才！7／8ン々隊・（よ・Z行坤た
癖い治観測泣醐引た∫－3・・ザ多口・F〔協　，丁え峰
の違・が’あ｝ガ共に坤・打上ザ1ゴ吻3．前老ノカ2・栂丁ブコー
ラス働薮・ズィ緒む揃遍離’1今定藪礼’筋1まぴ
2ユ町でヒス広観例袖，夜周。宕⑳鮎醐ク倒でけな一本ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　～恩われ3．
　　翅顧硅誠’寸一描イ・ノ轡痔1・7れ、2撤・ぱ
一6斑の糟旗当・剴之湯た．．危ア鱈鋼ゼンず
エぶキニ叶｛謀’・ほ・”同し憤剖τ‘狗ぺ許メ・の緯砲
／行クティ妬坂泣⇔靖訪云’2衙縞い．信チΣ簸己
2緒・バふ’素補』一，
　　醐妄τ’ばこ柏向司働∂ゴ蹄蛾ヒ，地賜
　測テづピ♂ヒヒ靴行う．
　　　　　　13FEB1976　　　　　　　　　　　　　　　　S－310」A－1　　　　　むら　　　むフ　　　　　ぼ　ロ　ぱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・…
38 請三安時間／・分
氏名・抗筒
　りγLF昧匿波測定墨㌦∠，　w∠一ρ財り
＝・擁銚戸微擁軸鞍（躍愛紛鋤紗π描司
講痘享旨
　P〃L，及びρ戸κ渇」之置でソまノ方ライFコア，し一つ。ア・ラナヒ
タ祐゜一レア・万珊いて’o列・紬砦恥γL戸賜曝の
ヌペル暗醐ヒ，入耕4才悟ティンブ電れ脚垣剤走
毛行フた．
　　］与拷て「まコうスズ受∫討み，ノη硫挺と司鋤ノ怖
たコーラズ・パペルレ7β託ヒ4荘行い，丁却康矯靭膏褒
誓鴫考クひ’τ・きた．ヌ侍殊τばノレフ：力若’レ婁・・i寵
脅）が虞蛎鯵パ桧ゑ蹴，刀克三・巧～テナ毛ζ、釧怖）κピ試・
す！言フ皮45の女匡いイ才ン考∫皮プ・みララヒ」結藩｝コれて‥3．
　　　2与杉輻7“はヒ又フピ衰ク6］さ氷たかご．投竺上で・苅ご応・す3ヒズゑ・・
仏・て丸低壌’一か肩フパヤーフ咋お・び5、∠〃幻つ羽凝
柱魂之5オt3．又2捲・で鰍の脚乏ズ行あ在右力・：上記　｝
あヒ知・ラま知たネ・／．ティづ’三勧は泣（汐ヅZゴ詞加左。
　　脅畦ブ’≠これ戸勧9ゴ1拷ぞ1・つ○浮泣才3．
39 講ミ錯間 ノ0冷
．題目
氏名・酷
南極ロケ、ソト、に～ζ3嵩周3皮亀》皮スへ。クト1レ・の観唄ll
大蒙寛｝、』（東拓夫・理），宮武貞夫（電通大）
誌寝妻旨
、　　団　一 O　A－　o　・に　3－」百ミ　ーミ ・　レの観靭
　　S－310TA一惇機によ3観別z・は、上恥寺の鹸絢20k例
から下降時の醸納o糾拉まz逗子サ仰ト・週澱（鋤
近傍、3ミ・よび’それ以下の周波敦帯土或Z“元狭帯域・のエミvシュンC込
継蒜L的に観剤された。・同時｜：fB以上呑は、↑〈壬／五く2，
2く手ゾ島く3窃・よび・3＜壬／允く4．の3フの周…疲敦帯域にお・、、zも
亮締域エミッションが観剖錬主．特に’2くチ／輪3凋蝋
帯域’のものは一手ぽ∪服融数1こ教廷これらのエミ主ン
（ま、極域の蜂下鶴副励起誼た辞騒鶴す伽桓ン裏
z“あ3ヒ結論乏れ3。
巨］S－　OA－2号　　・にょ3喜言ミ虐「ミ 。　1の耀ミ1
｜
　S－310コA－2号機・τ・は．苓射え妻…120～1∫70秒σ）上」弄時に
2＜♀／烏く3の周波薮帯最・で弱・、エミプSヨン炉観i副てれた。
こ楓、ほぼU服融数に一至担蓼軸曙2弦3．このエミ諺ヨ・
は、上零日寺の｛～2とeゾσ）電多フラ∀クスσ）αL欣（e幽θオヒよく対
抹｝し涼り一号機・の場合ヒ餅羨、降下塾によ。之励起芝姉
静電的電3サイクDトOン波ひあ3ヒ考パれ3。
4／
言葦参安…≒間　／o｛分
踊・抗鳥
・誇逓度剃之揖ζτεり
ノLム参一却コζデ商祈）　末打・磐才長ζ案犬工）
誇甦旨
　　∫づ／oノかzξ毒の培3彦・度r眞‘1芝仁ばま丈摘zアめロン・フトz・・襟
　埠按券ヒなって・・う極・1・形・電ナ1簸著ンゲー夙つ諺尋・さ＋た．
　　老助則結畢1’f，地上fσηκ物より上7一はあ度ピ妄に言チ1皇度疋
　’4上〕葬｛．挺上1σoκmで鋤k．ノ抱編デ600〈8πκ．⊇／o彪礼
　　でユ仰刀ノぐで’勇った．　一言／のムソ（7：セソま　巨プフメ上昇βをヲoん
　　存也ピ7三白夕芝・・と゜一ク太「あソ；，㌻／3のκκ遠／た．
　　　　s－3／・．z4－／与繧・・、緒孕・とヒλ一タ皇ん高詞敵／才二ぐ〃・z
　　い3，〆，措凌は2芦多ひれズ業テ高・・。こ4・ぽ抱雇えほ勃壕挟・
　　ンヤるAった玄あヒ累尋っ十3、
　　　A二2、千．｛、6
　　　B二　Σ」合xコム4
gρ
　　　弄ご1、6Kゆも
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講寝時間 ／0分
紛・戸嘱
3－31・許パオ†i・⇔4・1（・V電P詩　生
皆戊一Y嶽露布つ・ループ
講泡要旨
　臥†畑弓”刊一柵之⊃°簗つ9イ1レY
’一一一ヒ㌔今角タヨう一倒L璽」と元・ユr・…
　工輻しギLスへ。つトら1モベ’キ｝「肉ね
　　　　　巨～r〈メε
　　　　　　　　　　　　　ろ　　　　τ・・近二似tたレ穗．ヒρッ｛ヶ角ノ］亭フ女刈
　切古σ）〈葱はジソ・下6）’ca）’ソて’sあ言）
とタ・ソ9百 17△にレh120にいr
3∂0
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今o°
s’? ???
s’コ1AJ，・3
　ピぐ　ロコにらトどぜ
12。3－2Bb“
1「玉
1　・」L
　　　no　－　170　銑eV
い
?
＞　3ぴ⑱keV
オなおち．巴吟角がソトエ‘’ラ㌧
涜ゐ・づ尽、・テ乏．ス・で・つト’レは
礼∨cいこなり声eα∫o礼己uぞ一て“ある。
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44 講三賭間 ／o分
氏名・戸嘱
一310JA一ほ・吐be7電手の観14プ
力本、冶祢　 哨”　妾　神夫工）
請療浮旨　ズーロラ殼3観副りたηのピγ電寺観副器てξβ♪の’」ノ∫づ’OJル1
　　　　　　音援’に捻孝ぢさ孤ノ　／77∠テ2れ3日／乏碕4揚∠τ！こ南極磁和差
也糸5打」上ボ∫れた．　ロケ’フト打5幻プ後／れ孝ナ1こ観副蒼の埼圧ぱ年λ貯逝
観測ε殆のノテムメー7信呈の勿れ3抑o　　　ノ猟〃・ノ迄．観諺］．ρr4万の孜た。
観測岩ク持性げノ観判工矛／乙ギニ彪　フ～イレγ　開ロ角／ピ乙吻礒．
　　観げ一7日人陽え／にぬ／とシ’乙方レづヲ／ど・受プた．疋ジ乙ジ已ラ・ノ
の成タ乙除・・た’老弓7クフノ又め高度々苧乙Z∫図に
示プ．　高度／5力大微尉迩ひ7クフノスつノ彫励一み」　　　　　　　　　　　一
μ．ごれ∫鳩首麻㊧打クフノ入り多一縁・・
クフト介笑入’τ・宅〃ク与乙」れ3。　）局戻2／oた〃κ
払5百戻タρk〃・ゴτ⑳とθソプ序分チ乙才2蜴ヒ丞∫。
3・踊吟勧鞠，ぴ太励何，β∂嚇
力鞄向ノ輌“フ〃クちン垣汽殉・＆が・・1
η5とグフi「何ε責わプ、　－　　　　　　　　　i
τ
　
　??????（〉??．」?．???????????
　　　　　　P∫TCH　　Aト4Gしε
棚徽自ノ蹴か5昨耐τのとρフ殉舛
　　　　　’◆：．’
2°°1
　　　　FLUX　（crn°・sec　str　kεV）
棚電手7乃勧爾碑
　　　＼＼」Lノ
わ図∬づ！OJ4イ｛「砦の勧纈
講逼時闇　　45－・分
4ク
フ極栃9・電喬亀層の巾題
融夫裡・｛葛橋忠・利
　顕或麟踊の規象志蜘緯雇のぞ久に較べて藷しく
夜雑ヒしてい‥は綱かちめc・㍗∫ωムτ・吻～胴杵
¢噺声がこの領碗操中的訂・リ吃〉く㌧比よ・てい3・
つ参リご霞磁気圏仁蓄パホた二のひ¢噺♂一部が・c・か
欝遼鷺・1二繊還、ピ纏魔窪熟芦姦；ξ警
非転｛ムムであ3．㌔に磁気圏∫二強’く綿〆伽た．
極域電「紘層特肩づ諸南題が生才・3ニヒfこ灯3。
　最近の三嚇野での進歩・‡まさ｛二甘覚い、細が孟ジ．，
㌔企貌老蓮ぺ3ニヒは筆老ρ起く員1まWいパでおが二
；ぐ看議羅嶽蒙籠㌫匿雛芸鑓そごの鷺㌶
累観引ずすか．そネらは極域電萄屋層の袈行数爵／令菱＋或で如
・釘ピ柔ゑ多かヒ・・うく則面セ中心1ち、き女重イ3さネたイτ亭を参
隠しつつ詫花蓮あ3。
　以下、この報、吉で1融朱ち“妻ヒっ、、て箇条書戎にす5。
　　；欝霧鷲霧曝驚麗季鷲㌘駈6露己
　　　的牽菰いの蓮歩㍉ち肉連1て）
　　ジs民ρぬ・ぬ〃⊇必め顕の生銭ぷ〆竜っ電観屠電…｝轟度
　　　への萄与．
　　4電場ぷ牽微ばぱ堀えべ按ん、払匿稲汐講造⑭効
　　　oカスっ。々段蛮1㌻まサ3特微釣視象
女8 講湊間「三刃
題 極碗才ンん・ン切　ロケ・ソト観ヲ則桑吉果
氏名・戸璃 渡江P参疋借上直牽宇や『小“1穿」1紘将・中尉正ピ
講療要旨　　　　　　　　　　　ネ猫；隊物理’糖寮理
　太陽叫拓蜘・よる：極域才ソつめ亨則昆の勧，才ソ・ン喰幅零がs21・
丁A錫既2言，3ρぷ〆3時犠に搭蔵馳ノ才1醐ぷひツ操滅
‘ミおZ閲知参地よ夕打舌上げ・・ら右た。　ミ十ち4承§皇φうち　14774
ε7βloロ　f5日寺4ワ今ζ45r■εM7つ．フep湯天丁頁角9れ‘。　Z・・才τち．ヒゲ’‘
ら小おユ鴨稗が比猿的ロケΨ聞勢力⑫好蠕。醐τ㌧一洗②
〒｛しタカ“イ冒タ4tた・　今回は主f乞2ワ考孝き～・の拾義馨’二っ・1マ享鴻ヲ3。
　ヲ則定箏竃｛ま箭々回の〉ンホ・ジウム㍗犠要、巨報告乙⑦嶋ガ、・2綜∂斤
　　　か　　　　　　　　　　　　　　　33砿ぴ概AIミ軸破長ε持つ醐放身却3組砺ろめ
こ嫁頑欄澗“費ち碗β之～・麻小型化し，転南
サ》フ加ワ左搭寮し　　　　　　　　　　　精蔑の向工をはあ・フた。
　　z蜘8鯉3鋤ξ祓射き戸・ら婦圏培仁軸圏才ソつ
蜜鮎鹸御が禰ん，伽譜呼均的フ・・フ7仲とττ駿丁3乙
　高葎ζroみ604［w・4て↑12乙τ・フ？クター　膓～3〈権7更りたない。
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1
講演時間 ！5一介
氏る・戸煽
極培’〒電韓圏，窒亮弓安4牧量成句句釦三創
　　　一降下過写の影簗
一鰍握），州牽磁（琳檀）　丘榛豊（名大安庖研）
1
請寝要旨
　　降工海の影孝警♂亨窪±タ・さつ』域’電離圏と∂～叶さ微量窟あ
　の籠ま一／二っい啓←創・吻醐（蹄）のモ〒ル計㊧た村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り嚇※微㊧栃ぴb、胸）ぷせ））・＝比華麺ナ鵠髪肇ヵ・・7〃ヨた’3う
　　どBう字戎1垣・’な辻才、マlls
　　　　　　　　　　　　　む　　一ち、s－⊃ρコβ一つ之，η暑牌ニヂソパo雛躰め馴乞昧輌．
　中荏繧震乙げ非齢に葵参s・燐ト孝・綴左、乙《かしその右布は上記
　　めモ午擁惰パ隷と学オしモー衰す託のつ娃ち・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　リ　　以上。巴　卜」巴♪）∫2．σ○～ミ竣射め地上繊・1ら〒こタさメ弄せ「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　趣甥陸生圏ヴを孝族イ纏戌タ1ニテナ泣3β阜葭之子の彰肇己
　考参す3。
1
｛
1
1
50
氏名・前属
講〉賠旨
講婆時間 ／5分
《ペクト‘レ紘斜oTA一ヱ，5つ／・丁A－20、功くよ、て観則難／こ
顧鍍司度飾の特任にっいて報吉寸る．
　　S一ユ／・丁A－291賠／8ン磁｛：よ．マ・97747月μ日・9叫・紛
（LT）に亮射之れ∬ス。この時のllフ「メータ，アイォノグラムの了己！縁は極め了
耗穏で㌶こと緑しマいろ．臨厳縮領は8ナ～〃赫んの王励唇在
を畝し，その1弦ノ更は又一4ノ〈／04づ乙ゼである。工　　　／）噸城の（70k〆しレ膓く下）の
丘』ηじeMeηむ1描く，ま7；／／拠はの謙では醜確い醐
砲蹟、している．このフ・巧イ1レは・対て吻諭の穎‘庭繰と克搬寸
ると、ヵ、汀リイムい愛…．度を二言、しマいる二とヵVシ主目乏オしる（f旦しS－3／0TA－3
除く）。
　　椿吃ノイス’のスヤクト1レ崎反ド了寸して働て罰硬化を了・しマいる・
塀晴誠万～〃昧W，下瞬碕／ク3－〃之kん1□いて肪拘
獅バ短く・弓仁之k巾こ　クを《ち，スペブ囮璃同1蜘｝
へ耐可喧励畷止れ六．令回観』’ピ綜ノイズヵC鰍の
δので㌶とすうと，スペ・クト・レの数k忠帯の齢・は丁脚一5伽肌号
プラズマ不宴定性によるイズン；皮の可能任を・了・ロ炎丁る。
　　☆3／〃丁＋加（〃76．2・／31／2ゐぴ夙L刊に賜プ1ヱ乃・イ・
ほ腋仰拠以煎祝メ／〆協ら／まゴ安但猛し，
5一耳・拍噺（！97乙・6’弔02h4・れ丁）／／・～／錫細
プロフヤイ1レ刀ぐ絹1られ仁．
丁／ 言霧時間／台
編・鴫 ×。橋忠×矛・1大家む承夫
講療鶴
　　工MS・南鋤ケ編則め一毒（て・周ラ賎岬裡
／姥）二観剰、侵⇔ロケ三ッ｝一1、［〉工観三則矩茅』紋r腕コせっっ穆之め
角震イ・ろ検串微ちu・
　　S－3晒3磯’イ・醐癖脚寺・乙駒2…／二右ゲ鉢
1聞ぐ、繰’は輪汗瞬マ・系痴今褒衣魂¢之ウw、
1い雑φ、／・・庖簸1。ヒィ電擁康．万・－6×・・ソ鋤3
め輪嫁勘ゑ・観漫jづ4Zぽ．砺下解獅鳳τ
ユh！。㌦づて・おひイオ／ファ杉ク又」・パ砂・一クっ磨あプ
1∂、tl・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll紅醐簸r／・旨殉τ已゜一ク埠つε癬観批て
1いて、）碕』耽ヂ∫－3脇3考榛／鵠1、下解／・赤いて
已い値琢しひ3測挺牢薬…
1輪s2～・功判一㍑・は、シース宏量違つ違続躍グ¢
1行ってK・1／、電｝蟻唖鱗分ニフ、・て破市3．
52 講演時間 ／ζ分
氏名・戸嘱
人陽蕨x諒⑳地多緑気K㌶砿故
・］，倉紘一（日穴・膨綱）－1・壬正膓・、（触弓確ア片）
誇賠旨
　　地浜煩ア恕入和旅呑場碩x綿砥気・⇔脚賭（鋤楡を孝駆う
　二とは八暢）Xる路のけr訪ブズー・ラX綱㍉録河X3策の気ぢk’馬良靭観ラ則デニタ解丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ上、韓膓淑勤蘇碑斑劉・品戎1輌岡1隔（9鋤拠透7碗助
商夜τ・W一ロラ×絹、観；助守、・イ間丞、観倒乏d吹た均寂x縄バ〆スト時050一㌢司
1駄調碕1・鱗　姻・弓．函軸いず粍効レープン・的レケを用心詩“同じ
　　　　　　　へ碕レや頒魂（培尉一・Zσ刀kの抽バーレひう・
巨で髄商碑滴・肉彪蝋袖綿嚇鞭祭シュミレ〃
1し，恥セ瀦ヒ気・痴デ・タ臼蒙疋缶ぽ試娠（匙・・毛九斥多ミレプ擁
孝鰭ぐ、トて、ほぢ衛昆一気坑向度、パ則淫ゴ互を用“斥挨之氏ネ刀あマのLのZ・あ3）
　　　　　　　　　　　　　　　カロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ拓頭涜輸X蘇検蹴仰硫・｛1滅・一撚ε好吻碑、ラユミレ労ン♂・綬
1∠、蹄知r緬と1∫6六
　庭・諦⑮榊’戸市1レむラ萌為叡ザゾ・5・醐、働・γ縮恒巳…、イ・ば
　玲鍋k。V・の．碕レピー川一舵一碕飾㍗新己□λ陣ヒ入気・恥幅）文…
泣歓纏解疲磯靹細乙・碑口妖時ぱ・↓誤▽雛・・；叶臼
×稗柱禎Lヒ雌う戎・“‘1・目軒工お餅一粋・てネじ之託誇肱・
魂セ通詫ナ・う矯3・〆タエ娘・砧ヒノ∫・ぞい5冷廃翅り褒・臼ン⇒ミレラル
・糠罐叉証・ラ畝矢緬紘紋・手尋故λ綱㌣天艮・・…へう酬等21・つパ函栖
ZOC
’一
?
?
数
ゆo
ユむ　　　　ぼり
　　刷訳ξr〔k・り ぷ）　　60　　70　　　30　　90　　、00　　hO　　、2C　　l30　　、「（k州）
卿????
よ3 言鞍時間 1∫分
踊・河璃
大規模丁工P・けく手イ云播二也凄の・分放につtlて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　るジ
誇甦旨』回糾電綱鯉｝所〔融・棚一回鋳・広・’ノ）・イ・干2タ醐隔
侮侵・z鯛珀～癖間の瀧力解堪拓zきた。繍媒躍和た癩
　カ王見細，蝸㌍一』臼工Dの諸特Ul生蘇しz・峰ヵ躍あシれ！青蹄方か〉
イラ、撤施を協巾ヂ斑●・噛多駿か痛1二4擁（z辞X今渤…阜ρ・・
命がフた・．
ラ鋤場の饒杜扉・2ぽx砺紅調ベヰ1違朝／垂底・鍋力“、
丁段こ已ノ飢ヂμ砥丁Σ加関C乙ぽ観刻亡完閉ぽ調ぐた
倒・沸ば別識品』飢磐づユ丁エD砺散ぎ調ぶ勧氏フρススバフ
ト，・僻村行：仁お猷麟露θを化嶋繧ξ蘇ほ炸．！もドパス
フ，呼購祐．た時和げ一ヲの抱・ス㊦小・融徽を捨皇し毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　ロ　ん編醐嚇命軌之細’遁零芝た一・
我’・のデ㌧拍丁、修身ラ則所のρ置ヵ▽滋●巨・祠r旬婦を持・z・1るのど一こ⊂
蜘与馴頚宏醍吋雛調べ’柵遍（之バヒ若池3．莚，2
ら回、醐ケ，ゲへ1痴鋤髪囲詞∠拓縮娃の榊渥卵ε
辞しく調べ’、録ダ神睡H抑巳1引9フ3）．彦輌冠己バ㌶
乙，卵）92・の解杵川と（ヒ葭嚇碑3予已ど銅。耽鯛・た
デーヲ・史　19効与φ、5／ラワ・ρ与手ご1にイ号；～μ之・，3　イ才／グ㌧レ、司うブ8乞に言邑汁
l
l
者田権知 （鰍掴）禰軸“駿鰍、駁養
1
?、
??
題
言薄〉安考間 20分
工
踊・抗鳥 雇田　勇 （思欠・埋）
請〉雍旨
中層大気（高度lo～lo。．km）尺循環の本質に∫夏冬両樹て
ヨ］＜フ〕ぐる　Po　le－to－Fble　Clrcば1乱τionとしマ理解これう，
　才なわう、文気力辱の立場にと。マ．極域ヒロ．he滅s腿rce及び
刷くししOK回翰緬上パ皮釦て関禍境界εとして
冬わめて更宇な意味を抱マいう．
　現寡的に見マむ．突然昇温や南北両極の差異など興味ラ茶い
閲題ボ多い。
諏粍よ懐く理解龍Fめに．今後施或糖焔1て関し
如栢なう観測を才べき刀、1てっ1、て論ずう．
、
ナ6一 言言婆巳寺間　／古｛分
踊抗鳥
南極」ておワるナ層大気0観刻；ナ画
極箆研 福西フ告
誇甦旨
　MAPd一環として南極τ申層犬気のξ廷・令観刻を実、旋．するこヒぱ、
　1）菌極地1戎（ゴ広犬ゴ冷源ナ或として人叉人循環い犬き酩役剖を
　ラ凱・ひろ、塀蛾蹄ゴ太陽風エネレや汐喉釦流入する
　聯戎瑚る、3滴極初帰太勲矛碗I」泌詫｛ヱ託と”
　なさ，Kてお・ら了：公く未芙口⑳イズ態にあろこと．等¢王里由い」’1
　皇手と考えられる。宇層夫気IJ．気水圏と超高層犬萱圏左烏ぶ境号
　卿蔀あソ．醗野¢肩克考力v・積触シ｛・蜘宛～と‘・」ソ初ボ
　ブ・ロソ三クトリ推違三ヵベ可能と杭ろう。膓1巳在以、下5フ9イサ亮課題き
　史施ずろξす画である．
　　1）才一・ラ1・イ杉エネレギー流入量のモニタ
　　ユ）拠上一力・勃申層夫気のや已ンシン7・・
　　3）衛星か抽稲入気のリモートセンシン7”
　　幻蕪翔体（航空穣煮多求’、ロケット）｛ゴる乎層又気の観シ則
　　5）ク品ポーリンノつア0分ネ躯ゴる気候叉動と太陽話動の閻係鴫写明
子ζ 講ミ安踊 20分
氏、名・鵡
南極に於け5ライタニ彦見測の許画
　　　　　　　　　み、原．一玄ヌこ・比芹寸泰一 プて州フぐ1孝理学子日
講療要旨
　　ラィタニによう南雇…の弓つ看丈気圏微i蒼成揚sのr観」剣ε麟’すδ。
　これr3閉4レーテニ艮ぴ’胡〈‡レーサニ砲実〔鯵レーダニ乏ライタニ送借系に
　剛て．或層圏のエア酬レ，才ソ’〉パ紬度辰ぴ酬斑市電幽
　のナ回ウ4．エアPゾ！鴎ぬ瀦飾鐸とその許廊渡動ε
　鯖褒に測是しおと那紗であ3・
　　縫滅中帰績風のライヂ飾即才ノわ2っの鉋己て”榔て
　畜萱・義’ど考え5。
　　矛一疏．麟調q聯£硬域のズ気齢の微細鵠噺
　微綜とドおて．村ラ等痴家鶴掴の励しチ聴1禽
　す抽隊気の力溺知た鋏のオ4巽明ξかにて龍ことで翻・
　　このi奇度纏域’で・｛3ナトワゆ白εトレーザーとtて用亘功ζ％の麿及
　凌・動を商凄／介角♀育ξ款｛60M．時1旬冷1解芹ξ款θで細で郭。
　　顧び訓群う糎や輯袖漢耐態・1て節3縄
　　舗3ニヒが声ごどで疏翫上層σ助4）と禰（η゜
　　ソツし／才ソ∵」戊の物質～…イ」弄イrrしτ漫・」葵…〆才・3ことに8り・練アb才、
　　て・顕著已編紺直オ御斡逸の禄籠萄歌ぶとが貧ヨ・
　　　ここで・ほ上庄の護｝～則の技術的倒1面ぴ和丁諸果モ迂迫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
留 言…お穿5痔間　　／5一分
嫡・荊鳥
B顔㌔茎堤こヒお・け3TIRos－N受イ言計画
圧）中イ言也　　1是気直借大号
請療要旨
　　ザTIROS糸気象衛恩し急趣軌蓋を⑤t）ながS吟「汁き
　　uぱ鯉鯖賠像鰍射計い。▽s（勺似亀類麺
　分輸賠）第の羅漫）ヨー勺を甘々F、レH戸樋tτη
　　心『イム〔“ま也上へ亘デこ来る。　8召斥q基地に志・いて、レ
　　1→F宇タ綬イ言し解祈左イ秘うこと！ゴツ南極太
　が布の与褒化ぎ／研爽啄う2とカヤで巴，春象突然
80 言薄3安時間　20《分
刀声θ〆』によるB認纏の観剥
踊・弄礪 中・村純二　東大飲i
誇鰻旨
　　　（関連分野　　／、3．4，5〔）
1翻・輌面授23・㎞綴の座に宕・・て蜘「⑰，
｛刀解以』｛（口伽％一溺紅利臥マ’尻τ磁力線｛壌・
・て融陥バ紡の刈弘フ・ラズマほ磁力線魂・マ磁骸勲惹謡τ・
蓬レ蛇身～の一本の磁力N鯨が励敵れ丁（碗（・・ろ助姐、約2吟
　間者色1こ埠く。このβ∧継教て昭徳地ビアイス弓ンド舌締賦、繊鯨よ一
　の3～5電測惹や・ら観謝祈⇒〉｛守・て
　o晶鰭度1二釦ア3惚砕滋力。緯角精統
　・南比解痢宕巾鶴ベクトル嵯渓
　・砲界ベク←吻時簡的※伽模蘇
昇百解祈す3の枢自めである。
　　k一ア（イーイ〆号職によつ了、内之涌’で条一回ロケ・ソト子スト票験舌
伝．綿渡1諏綱嬬・ケソ喋瞼τ曳施ず脅趣・あ3。
　　地蹴瑚黒ヒし孤碓磁地1再ず（子毒巴，レ柚ビクの他
計㌧ビク汗ンジノ恒ベンカ⇔ブラスコ㌧の噺2碑位K設ワ
　られまへ1手“理憩的である。
6ー 言暮3寅匪…間　　30　タ分
．
氏名・沈鳥
A旺裏綬鴫状と展互
鶴田ジ詮一貢昏　（索又享畜碕）
請〉嚢旨
地四孔F送高殼商臼更・穴郁躍獅創R73与K又ヲンみ一ト
kが向衝｛智基也頑霰司畷敵恒て鰺霧融て・
泊3し与司K要嫁れ3裏蜜予1契ポ）欠セK番孟芝妖宕く頃
1▽餉巽うに名ち今④噛ラ笥では現掴で1・知典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のてじ1る裏籔琴呈L概靱し・遜礼圏波瓠一癒｝祠互｝千吊Φ研
尻IG・種・望鰻乏え’、印ぎ3場合・喧算と芳之ら畝る・梯焔・ん
的冨髪賑、市－和ぴ球ぞいく送～も鼓挿L～『い掲合o可懸蚤
薯Kつ、・極隠確で踊．
‘2 講婆時間
／扮ユ
フ晩融／碑珀ス廓鯛同ノぐ・Lン砺鴎測短．
氏名・鵡纏瓢κ一ε、編膓ξ1懲ム 承商挿。　1・班戎・砲す，　　ゴ4つ彦あ諺・⑱　死’一ロ
誇甦旨
　　θ只｛鋤碧陶司ノご・レン・砕・躍1図力咳，で川ち4聰1端ψ苛
　　勿；朝踊夙傷鋼四笥・・つさ滋輪♂ぺ一繊擁。’ジの
　　コメ叶訂ヒカ御髪功端裾’・弟バ妬∫ほ覧た
　　タエ㌘ば砲句恒勤臼たれ。
63 請3襲間 ／5コ扮
，題目
踊・抗鳥
　　　　　り躍和基地誤量電算横シス角‘こΩザタ収録
藷井哀一纏地研
。誇甦旨
　　　　　耀和∫坪度牛22膓購副日8和基地｛・梼吐軸3捉り観
　　　　計茸檎㌢ス恒く嶋Cθμ7％㌻川ポ吻朽翻雛を桓し13．・
　　　　　　　’）硫で、翻趾zい3，嫡類の・デしタを鱗、H輌繊顎』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　更ヒ1芦毫戸な毛例＝つu2はモ＝タ＿をfテう。
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